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第１回インターカレッジ・ネゴシエーション・コンペティションへの参加を登録いただき、

有難うございます。 
このような交渉のコンペティションは国内では初めての試みですが、よい大会にできるよ

う参加者の皆さんの積極的なご参加とご協力を御願い致します。 
参加登録が完了致しましたので、運営委員会より、各大学の参加状況、組み合わせ、今後

の予定等についてご案内申しあげます。 
今後も、運営委員会より色々とご案内させて頂くことと思いますが、各大学の代表の方は、

チームのメンバーへの周知徹底を宜しく御願い致します。 
 
１．各大学の参加状況 
参加登録の状況は以下のとおりです。今後、参加者や宿泊者の人数に変動がある場合には

速やかに運営委員会までご連絡ください。 
 
（１）名古屋大学    日本語     １０名 

              英語１        ６名 

              英語２          ８名 

  

（２）東京大学    日本語   １２名 

           英語      ７名 

  

（３）大阪大学    日本語   １０名 

  

（４）上智大学   日本語  １０名（１７日は９名） 

   英語  １１名（１７日は９名） 

  

２．組み合わせ 
同一大学のチームが対戦しない、一大学は同じサイド（Nihon Ichiban/Tucker）を担当す

るという条件のもと、抽選を行った結果、組み合わせは以下のようになりました。ラウン

ドA、ラウンドBを通じて、この組み合わせで対戦が行われます。 
 
  ＜日本語＞ 
 東京大学（Nihon Ichiban） 対 名古屋大学（Tucker） 

 上智大学（Nihon Ichiban） 対 大阪大学（Tucker） 

  



  ＜英語＞ 

 東京大学（Nihon Ichiban） 対 名古屋大学英語１（Tucker） 

 上智大学（Nihon Ichiban） 対 名古屋大学英語２（Tucker） 

 

３．今後の予定 
（１）Confidential Informationの送付 
上記のように組み合わせが決まりましたので、各大学には担当するサイドに応じた

confidential informationを送付します。指導教員の先生から受領してください。 
 
（２）役職の登録 
問題文やConfidential Informationを検討のうえ、規則６（２）（３）にあるとおり、各参

加者の役職を決定し、登録してください。登録は、昨日参加登録に使用して頂いた登録シ

ートの各参加者の氏名の左側の欄に役職を書きこんだうえで、登録シートを

negocom@osipp.osaka-u.ac.jpに送付することにより行ってください。登録の期限は１１月

５日とします（規則６（３）より早くなっています）。 
 
（３）規則・問題についての質問 
・規則や問題についての質問を受け付けます。質問がある場合には、なるべく各大学で整

理して、negocom@osipp.osaka-u.ac.jpに送ってください。 
・より円滑な大会とするためにも、疑問がある場合には細かなことでも遠慮せずに、積極

的に質問してください。 
・質問については、ある程度まとまった数の質問がなされた時点で、まとめて回答します

（遅くとも 1 週間以内には回答することとしたいと考えています）。そのため、回答には暫

く時間がかかることを了承してください。なお、至急の回答を希望する場合には、その旨

を明記して質問してください。 
・回答は、規則・General Informationに関するものは、質問・回答を全大学に返信します。

Confidential informationに関するものは、該当するサイドの大学にのみ返信します。 
・質問の期限は１１月７日です。 
 
４．問題についての追加条件 
・General Informationを見てわかるように、問題自体は１９９４年時点で作成されたもの

です。また、すぐに仲裁手続が行われることを前提としています。このため、本大会でこ

の問題を使用するにあたり、以下の条件を追加します。 
 
①仲裁の審理日（本大会におけるラウンドBの実施日）は、１９９４年１１月１７日と決定

され、半日（ラウンドBの実施時間）で審理を終了させることが合意されている。 
②仲裁の審理日の前日に、当事者間で最終的な交渉（ラウンドA）を行うことが合意された。

交渉の進め方については、交渉当日に話し合って決めることとなっている。 
交渉・仲裁の基準日は１９９４年１１月であるという点に留意してください。 



５．賞品 
後援の住友グループ広報委員会のご好意により、最優秀校に対し、賞品として１０万円分

の図書券が授与されることとなっています。 
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